
 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザやＲＳウイルス感染症、ウイルス性胃腸炎などの感染症が流行しやすい 

季節になりました。園でもＲＳウイルスや感染性胃腸炎が流行しています。 

また、新型コロナウイルスの感染者も増えています。引き続き感染予防対策に努めましょう！ 

急に寒くなってきたため、つい厚着をさせたくなりますが、薄着で寒さや外気を感じることで、 

寒さへの適応力がつきます。また、セーターやフリースなど厚いものを１枚着せるよりも、 

重ね着をするほうが空気の層が厚くなり、温かさがアップします。薄着、重ね着で元気に過ごしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 秋から冬はRSウイルス感染症が流行しやすい季節です。RSウイルスは身近なウイルス

で、免疫のある大人にはごく軽い風邪ですが、初めてかかる子ども、特に6か月未満の赤

ちゃんでは症状が重くなります。家族全員で予防しましょう。 

発熱や咳、喉の痛みなど、かぜとよく似た症状が現れま

すが、声帯の下が腫れ、喉頭が狭くなるため、呼吸困難

を起こします。特に息を吸う時に苦しくなり、咳込んだ

時に、「ケーンケーン」と犬が鳴くような乾いた咳が出

ます。乳幼児は病状が急変しやすく、呼吸困難を起こす

こともあるので、この咳が出始めたら、すぐに受診しま

しょう。ご家庭では、部屋の湿度を上げ、やや頭を高く

して寝かせましょう。咳込む時は、体が少し前屈みにな

るようにして胸や背中をトントンと軽くたたくと、呼吸

が楽になるようです。 

クループ症候群 嘔吐下痢症 
嘔吐下痢症（おうとげりしょう）は、突然吐き

出したり、激しい下痢を１日に何度も繰り返し

たりします。特に乳幼児がかかりやすく、脱水

症状からひきつけを起こすなど、重症化するこ

とがあります。激しくぐずる、一日中ぐったり

と寝ている、唇や口の中が乾いている、おしっ

この量が減っているなどの症状が見られたら、

すぐ医師にかかりましょう。タオルやハンカチ

などの共有を避け、手洗い・うがいをこまめに

行うことが感染予防につながります。 

冬のかぜについて 
冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉などが主

症状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が主症状の

“お腹にくるかぜ”（感染性胃腸炎など）がありま

す。冬場、特に注意すべきはインフルエンザで

す。時に重症化することがあり、急な発熱や悪

寒、筋肉痛・関節痛を伴うようなら、インフルエ

ンザの可能性があるので早めに医師にかかりまし

ょう。 

自宅では、部屋を

保温・加湿し、脱

水症状が出ないよ

う、水分補給には

十分注意しましょ

う。 

●咳エチケット 
咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう周

囲への気配りが必要です。咳エチケットを守り、感

染を防ぎましょう。 

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパーで鼻

や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を覆い）、

周りの人を避けて行いましょう。 

●マスクをして、他の人

にうつさないようにし

ましょう。 

●鼻をかんだ後のティッシュ

ペーパーは、すぐにゴミ箱

（できればふた付き）に捨

てましょう。 
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